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平 成 ３ ０ 年 

 

赤平市議会第４回定例会会議録（第３日） 

 

                         １２月１４日（金曜日）午前１０時００分 開 議 

                                    午後 １時１１分 閉 会 

 

 〇議事日程（第３号） 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名      

  日程第 ２ 諸般の報告           

  日程第 ３ 一般質問            

        ６．若 山 武 信 議員    

        ７．竹 村 恵 一 議員    

  日程第 ４ 議案第３５３号 赤平市特別職の 

        給与に関する条例の一部改正につ 

        いての委員長報告        

  日程第 ５ 議案第３５４号 赤平市職員の給 

        与に関する条例の一部改正につい 

        ての委員長報告         

  日程第 ６ 議案第３５５号 赤平市ふるさと 

        ガンバレ応援寄附条例の一部改正 

        についての委員長報告      

  日程第 ７ 議案第３５６号 赤平市水道布設 

        工事監督者の配置基準及び資格基 

        準並びに水道技術管理者の資格基 

        準に関する条例等の一部改正につ 

        いての委員長報告        

  日程第 ８ 議案第３５７号 平成３０年度赤 

        平市一般会計補正予算の委員長報 

        告               

  日程第 ９ 議案第３５８号 平成３０年度赤 

        平市国民健康保険特別会計補正予 

        算の委員長報告         

  日程第１０ 議案第３５９号 平成３０年度赤 

        平市後期高齢者医療特別会計補正 

        予算の委員長報告        

  日程第１１ 議案第３６０号 平成３０年度赤 

        平市下水道事業特別会計補正予算 

        の委員長報告          

  日程第１２ 議案第３６１号 平成３０年度赤 

        平市介護保険特別会計補正予算の 

        委員長報告           

  日程第１３ 議案第３６２号 平成３０年度赤 

        平市水道事業会計補正予算の委員 

        長報告             

  日程第１４ 議案第３６３号 平成３０年度赤 

        平市病院事業会計補正予算の委員 

        長報告             

  日程第１５ 意見書案第83号 認知症施策の推 

        進を求める意見書        

  日程第１６ 意見書案第84号 分散型の電源と 

        再生可能エネルギーの大規模普及 

        を求める意見書         

  日程第１７ 意見書案第85号 日米地位協定の 

        抜本改定を求める意見書     

  日程第１８ 請願、陳情に関する閉会中審査の 

        議決について          

  日程第１９ 閉会中継続審査の議決について  

 

 〇本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名      

  日程第 ２ 諸般の報告           

  日程第 ３ 一般質問            

  日程第 ４ 議案第３５３号 赤平市特別職の 

        給与に関する条例の一部改正につ 

        いての委員長報告        

  日程第 ５ 議案第３５４号 赤平市職員の給 

        与に関する条例の一部改正につい 

        ての委員長報告         
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  日程第 ６ 議案第３５５号 赤平市ふるさと 

        ガンバレ応援寄附条例の一部改正 

        についての委員長報告      

  日程第 ７ 議案第３５６号 赤平市水道布設 

        工事監督者の配置基準及び資格基 

        準並びに水道技術管理者の資格基 

        準に関する条例等の一部改正につ 

        いての委員長報告        

  日程第 ８ 議案第３５７号 平成３０年度赤 

        平市一般会計補正予算の委員長報 

        告               

  日程第 ９ 議案第３５８号 平成３０年度赤 

        平市国民健康保険特別会計補正予 

        算の委員長報告         

  日程第１０ 議案第３５９号 平成３０年度赤 

        平市後期高齢者医療特別会計補正 

        予算の委員長報告        

  日程第１１ 議案第３６０号 平成３０年度赤 

        平市下水道事業特別会計補正予算 

        の委員長報告          

  日程第１２ 議案第３６１号 平成３０年度赤 

        平市介護保険特別会計補正予算の 

        委員長報告           

  日程第１３ 議案第３６２号 平成３０年度赤 

        平市水道事業会計補正予算の委員 

        長報告             

  日程第１４ 議案第３６３号 平成３０年度赤 

        平市病院事業会計補正予算の委員 

        長報告             

  日程第１５ 意見書案第８３号 認知症施策の 

        推進を求める意見書       

  日程第１６ 意見書案第８４号 分散型の電源 

        と再生可能エネルギーの大規模普 

        及を求める意見書        

  日程第１７ 意見書案第８５号 日米地位協定 

        の抜本改定を求める意見書    

  日程第１８ 請願、陳情に関する閉会中審査の 

        議決について          

  日程第１９ 閉会中継続審査の議決について  

 

順序 
議 席  
番 号 

氏   名 件      名 

 

 ６ 

 

 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

 

 

若山 武信 

 

 

 

 

 

１．当市の防災体制の確 

  立について 

２．教育問題について 

３．菊島市政のあり方に 

  ついて 

 

 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

竹村 恵一  

 

 

 

 

 

 

１．高齢化対策について 

２．人口減少に伴う問題 

  について 

３．障がい者にやさしい 

  まちづくりについて 

４．教育行政について 

 

 

 〇出席議員  ８名 

        １番  木 村   恵 君 

        ２番  五十嵐 美 知 君 

        ４番  竹 村 恵 一 君 

        ５番  若 山 武 信 君 

        ６番  向 井 義 擴 君 

        ７番  伊 藤 新 一 君 

        ８番  御家瀬   遵 君 

        ９番  北 市   勲 君 

 

 〇欠席議員  ０名 

 

 〇欠  員  ２名 

 

 〇説 明 員 

  市      長  菊 島 好 孝 君 

  教育委員会教育長  多 田   豊 君 

  監 査 委 員  早 坂 忠 一 君 
 
  選挙管理委員会            
            壽 崎 光 吉 君 
  委 員 長            
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  農業委員会会長  中 村 英 昭 君 
                       
  副 市 長  伊 藤 嘉 悦 君 

  総 務 課 長  熊 谷   敦 君 

  企 画 課 長  畠 山   渉 君 

  財 政 課 長  尾 堂 裕 之 君 

  税 務 課 長  田 村 裕 明 君 

  市 民 生 活 課 長  町 田 秀 一 君 

  社 会 福 祉 課 長  野 呂 道 洋 君 

  介護健康推進課長  千 葉   睦 君 

  商工労政観光課長  林   伸 樹 君 

  農 政 課 長  若 狹   正 君 

  建 設 課 長  高 橋 雅 明 君 

  上 下 水 道 課 長  杉 本 悌 志 君 

  会 計 管 理 者  蒲 原 英 二 君 
 
  あかびら市立病院            
            永 川 郁 郎 君 
  事 務 長            
                       
  教 育 学校教育            
            大 橋   一 君 

  委員会 課  長 
 
      社会教育            
   〃        伊 藤 寿 雄 君 
      課  長            
                       
  監 査 事 務 局 長  中 西 智 彦 君 
                       
  選挙管理委員会            
            梶   哲 也 君 
  事 務 局 長            
                       
  農 業 委 員 会            
            若 狹   正 君 
  事 務 局 長            

 

 〇本会議事務従事者 

  議 会 事務局長  井 波 雅 彦 君 
 
      総務議事            
   〃        安 原 敬 二 君 
      係  長            
 
      総  務            
   〃        野 呂 律 子 君 
      議 事 係            
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（午前１０時００分 開 議） 

〇議長（北市勲君） これより、本日の会議を開き

ます。 

                       

〇議長（北市勲君） 日程第１ 会議録署名議員の

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第85条の規定により、

議長において、１番木村議員、６番向井議員を指名

いたします。 

                       

〇議長（北市勲君） 日程第２ 諸般の報告であり

ます。 

 事務局長に報告させます。 

〇議会事務局長（井波雅彦君） 報告いたします。 

 諸般報告第２号ですが、委員長から送付を受けた

事件は11件であります。 

 議員から送付を受けた事件は３件であります。 

 委員長から閉会中継続審査の議決を求めるため申

し出のあった事件は２件であります。 

 次に、本日の議事日程につきましては、第３号の

とおりであります。 

 次に、議員の出欠席の状況ですが、本日は全員出

席であります。 

 以上で報告を終わります。 

                       

〇議長（北市勲君） この際、お諮りいたします。 

 御家瀬議員より、昨日の本会議一般質問における

発言について、会議規則第62条の規定により、不穏

当な発言により次の部分を取り消したい旨の申し出

がありました。 

 申し出部分については、「なお、再質問の答弁調

整に際して担当者から、平成23年の地方自治法改正

で自治体の基本構想策定義務と議会議決の義務が廃

止されたことを認識していないのではないかと指摘

されました。再質問をするなら、答弁で私が肝心の

制度の改廃を知らなかったことを公の場で明らかに

せざるを得ないと言われ、どうするか決断を迫られ

ました。この場をおかりして、率直に私の不明をお

わびいたします。その上で指摘したいのは、」であ

ります。 

 この取り消し申し出を許可することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） ご異議なしと認めます。 

 よって、御家瀬議員からの発言の取り消し申し出

を許可することに決しました。 

                       

〇議長（北市勲君） 日程第３ 昨日に引き続き一

般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 質問順序６、１、当市の防災体制の確立について、

２、教育問題について、３、菊島市政のあり方につ

いて、議席番号５番、若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 通告に基づき質

問を行いますので、ご答弁のほどよろしくお願いい

たします。 

 まず、件名１、当市の防災体制の確立について、

項目１、災害対策本部のあり方についてであります。

去る９月６日午前３時８分に発生した震度７強とい

うこのたびの北海道胆振東部地震は、死者41人を出

し、多くの被災者を出しただけでなく、ブラックア

ウトと呼ばれる全域停電を発生させ、道民生活に大

きな混乱と支障をもたらしたところであります。ま

た、このことから全道に大きな経済的損失をも与え

たところでございます。仮住まいに移られた被災者

の皆様には、冬の厳しい寒さも重なり、改めてお見

舞い申し上げるところでございます。 

 ここで、当市の災害対策本部のあり方について伺

います。当市では、９月６日当日の午後１時30分ご

ろに停電が復旧しましたが、山手町と日の出町の一

部地域には停電のままで翌日回復したところもあっ

たわけでございます。災害対策本部は、復旧ととも

に当日解散し、解散後の問題処理は担当課での対応

となったわけであります。なぜ停電地域が復旧しな

いままに災害対策本部を解散したのか、一部の市民

を置き去りにしているわけで、被災者がいる限り対
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策本部の解散はあり得ないわけでございます。この

ことは地域でも問題視しております。副市長を責任

者とした規模縮小の形をとりながらでも対策本部は

継続するべきであったと私は考えておりますが、い

かがでしょうか。 

〇議長（北市勲君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） 災害対策本部のあり方に

ついてお答えをさせていただきます。 

 災害対策本部の設置につきましては、９月６日発

生した地震では本市は震度３ではありましたが、緊

急速報メールや道内全域が停電になり、給水体制の

準備が必要となったことなどから、午前７時に赤平

市災害対策本部を設置したところであります。その

後、午後１時25分ころに市内の大半の電気が復旧し

たことから、浄水場の再開状況や電気の復旧状況を

確認し、午後４時の第３回災害対策本部における状

況判断により本部を解散し、災害対策本部体制から

通常の災害対応に切りかえたところでございます。

しかしながら、北海道電力へ一部地域の復旧見込み

についての問い合わせを随時行っていたところであ

りますが、明確な回答がない中、一部の停電が長時

間にわたっていることから、地域とも相談させてい

ただき、７日午前中に携帯電話充電のために発電機

を設置し、またそのような現状から午後１時に災害

対策連絡会議を開催し、停電が長引くおそれがある

ことから、対象世帯全戸個別にお知らせをし、午後

３時よりふれあいホールに自主避難所を開設し、対

応したところでございます。 

 しかし、今回の住民の方々の不安を考えた場合に、

災害対策本部のあり方については検討しなければな

らないと考えているところでありますので、ご理解

いただきたくお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 停電復旧後の状

況判断により本部を解散したとのことでございます

けれども、北海道電力への問い合わせは随時行われ

ていた中で、一部地域の明確な復旧見込みの判断を

待たずに解散指示が下されたということは、被災者

を無視した一方的な行政側の都合による判断と言わ

ざるを得ないのではないでしょうか。対策本部解散

後に携帯電話の充電対策やら、停電が長引くかもし

れないことを個別に連絡したり、ふれあいホールに

自主避難所を開設したりしておりますけれども、全

て対策本部の範疇にあり、この時点では解散ではな

く本部縮小の考え方のほうが市民感情の上からも適

正でなかったのかと思います。あえて副市長にこの

ことを伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（北市勲君） 副市長。 

〇副市長（伊藤嘉悦君） 本部の解散についてでご

ざいますけれども、今ほどお答えしたとおり、浄水

場の復旧状況や電気の復旧状況を確認し、災害対策

本部は解散として、通常の災害対応に切りかえたと

ころでございますけれども、議員のおっしゃる副市

長を責任者とした規模縮小した災害対策本部、これ

につきましては赤平市地域防災計画に示されており

ます本部を設置しない場合の準用といたしまして、

副市長を会議の長とする災害対策連絡会議にて災害

対応することとなっております。また、災害対策本

部につきましては、災害対策基本法第23条の２に市

町村災害対策本部の長は市町村災害対策本部長とし

て市町村長をもって充てると示されておりますこと

から、災害対策本部を解散して、副市長を責任者と

する災害対策連絡会議対応に切りかえたところであ

りますけれども、今ほどお話ありましたとおり、今

回住民の方々の不安を考えた場合につきましては災

害対策本部のあり方についても検討しなければなら

ないということで考えているところでございますの

で、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 このたびは震源

地以外はブラックアウトという二次災害の影響が大

きかったわけでありまして、当市でも各地域に大き

な不安と混乱が生じたことを教訓とし、今後も長期

間にわたることや冬場のことも想定したとき、災害

対策のみならず、災害対策本部の機構のあり方も含

めた見直しが必要になってくるのではと思っており
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ます。ただいまの副市長の答弁に災害対策本部のあ

り方への検討も考えているとのことでございますの

で、この辺についてはよろしくお願いいたします。 

 また、当市の本庁舎には大型発電装置がなく、道

から指摘されていたことでもあったかと思います。

本庁舎は、昼夜を問わず常に災害対策本部が設置さ

れる場所であり、全市停電の場合の災害時において

は夜はおろか日中も対応できないかと思います。こ

のたびのブラックアウトが教えてくれたことではあ

りますが、発電装置がなければ対策本部が機能しな

いわけでございます。これらへの対策、対応につい

て伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） お答えさせていただきま

す。 

 今回の地震では、北海道全体が想定外の事態に見

舞われ、混乱をし、赤平市においても防災体制につ

いての問題が浮かび上がったところですが、その中

でも非常用発電設備の問題は本市のみならず各方面

で大きく取り上げられております。本市においては、

現在庁舎の耐震化にあわせ非常用発電設備を整備し

ているところですので、ご理解いただきたくお願い

申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 わかりました。

どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、ブラックアウト、全域停電というこ

とでございますが、ブラックアウトにおける市立病

院での対応についてお尋ねいたします。病院の長時

間停電は、人命にかかわることであり、特に人工透

析患者を抱える病院にとっては大変な事態に至るわ

けで、大型の自家用発電装置を所有している病院と

全く所有していない病院では大きな差が出てきま

す。最近の新聞報道に道内医療機関の緊急アンケー

トが載っており、このたびの全域停電では７割の病

院が人工透析患者への対応が不可能とのことでござ

いました。全ての病院の入院患者は、復旧するまで

常に不安であり、それが心の負担となり、ストレス

がたまって身体に悪影響を及ぼす、このことも知ら

れているところでございます。 

 このたびの停電時のあかびら市立病院における人

工透析病棟や入院、外来、各病棟における状況はい

かがだったでしょうか。また、在宅診療の患者の中

には常時人工呼吸器を離されない人もおりますし、

じん肺患者の緊急的な酸素ボンベ補給なども考えら

れます。そのほかにも自家発電装置の規模など、各

種見直さなければならない今後への課題があったか

と思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（北市勲君） 病院事務長。 

〇あかびら市立病院事務長（永川郁郎君） ブラッ

クアウトにおける市立病院の対応についてお答えを

いたします。 

 ９月６日未明に北海道全域で発生した大規模停電

に伴い、当院では診療棟及び病棟にそれぞれ１台ず

つある自家発電機が即座に稼働したところですが、

情報通信手段が乏しく、復旧の見通しが立たない状

況でありましたことから、院長初め幹部職員等を早

朝から緊急的に招集し、当日の診療体制をどのよう

に整えるかを協議をいたしました。 

 初めに、外来診察ですが、復旧見通しがつかない

状況であることを患者さんに説明をし、ご理解をい

ただきながら、予約患者等の診察を行い、出張医に

よる診察は全て休診といたしました。また、診療棟

ですが、非常用電源に限りがあることなどから、内

科と整形外科については病棟１階の救急外来診察室

を活用し、小児科と外科の患者さんは病棟のスタッ

フステーションで診察を行いました。 

 さらに、自宅で人工呼吸器を使用中の患者さんが

２名いましたが、充電器の使用時間に限りがあるこ

とから、当院の救急車で搬送し、緊急的に入院をし

ていただきました。このほか在宅酸素療法の患者さ

んもそれぞれがストックする酸素ボンベに限りがあ

ることから、数名の方を当院の救急車で搬送したほ

か、当日自力で通院された方も含め、緊急的に入院

をしていただいたところでございます。ただし、地

震当日の13時過ぎには電力が復旧しましたことか
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ら、これらの患者さんについては最終的には外来扱

いとなったところでございます。 

 最後に、透析患者さんについてでありますけれど

も、自家発電機の稼働により通常どおりの対応をし

たところでございますが、病院全体で使用する受水

タンクの水量が約１日程度と限りがありますことか

ら、上下水道課と協議の上、不足が見込まれる場合

には優先的に補填をしていただくということにいた

しました。ただ、先ほども申し上げましたけれども、

電力の復旧が早かったことから、結果的にはこうし

た問題も生じませんでした。なお、滝川保健所から

他院の透析患者の受け入れが可能かとの問い合わせ

がございましたけれども、電力復旧までの見通しが

立たないことや受水タンクの水量に限りがあること

などから、状況を説明をしましてお断りをしたとこ

ろでございます。 

 次に、入院患者さんの対応でございますけれども、

特に給食の提供について、非常用備蓄食料が３日分

ございますことから、それらも活用しながら提供し

たところでございます。ただ、物流が復旧するまで

に１週間程度時間を要しましたことから、この間は

食事内容を一部変更しまして対応したところでござ

います。 

 以上が震災当日の主な状況でございますけれど

も、院内の各セクションでさまざまな課題が生じま

したことから、今後の対策に向けてマニュアル等の

ソフト面や自家発電機の容量を初めとしたハード

面、双方の課題について抽出をし、現在検討してい

るところでございます。 

 以上です。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 特別大きな事故

にもならなかったと聞いておりますが、ただいまの

答弁の中に院内の各セクションでさまざまな課題が

生じたとのことでございますけれども、長時間停電

を経験した病院などを見習いまして、新しい当市の

マニュアルをできるだけ早くつくり上げていただき

たいと思います。また、各病院情報の中で一番重要

なのは自家発電装置の有無とその容量のようでござ

いまして、当病院のように40人もの透析患者を扱っ

ているところでは特に必要なわけでございます。発

電機のことで、しつこいようでございますけれども、

現在検討しているとのことでございますが、次期災

害対策に向けて急ぐことでもあり、考え方が決まっ

ているようであれば伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 病院事務長。 

〇あかびら市立病院事務長（永川郁郎君） お答え

をいたします。 

 このたびの震災に対しましては、先ほども申し上

げましたとおり、外来患者の診察については病棟の

自家発電機を利用し、透析患者については診療棟の

自家発電機により通常どおりの受け入れを行うな

ど、緊急時としましては比較的スムーズに対応した

と考えているところでございますけれども、特に診

療棟の冷暖房を作動させるためには現状では発電機

の容量が不足していることなどから、こうした点も

含めまして現在検討しているところでございます。 

 以上です。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 ただいまの説明

で理解するところでございます。また、ブラックア

ウトのような災害はめったにあることではありませ

んが、このような大規模災害時における周辺自治体

病院、特にセンター病院である砂川市立病院との連

携についてはいかがなものでしょうか。協定にある

連携外の発生事項も生じることも考えられます。ま

た、市の防災対策本部との連携はいかが進められた

のでしょうか、あわせて伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 病院事務長。 

〇あかびら市立病院事務長（永川郁郎君） お答え

をいたします。 

 北海道では、災害時の医療の確保及び搬送体制の

整備を図るため、道内の33病院を地域災害拠点病院

として指定をし、中空知医療圏では砂川市立病院が

指定を受けているところでございます。このたびの

停電に関しては、当院としても非常時の最低限の医
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療提供体制は確保できたと考えておりますが、今後

大規模な災害が発生した場合で、一例でありますが、

透析患者の受け入れが困難な場合など、砂川市立病

院にその受け入れを緊急的に依頼するということも

想定されるところでございます。 

 また、市の災害対策本部との連携でございますけ

れども、当院も一構成員として本部の立ち上げ時か

ら解散に至るまで会議に参加をし、これまで申し上

げてきた内容について報告をし、市全体の状況につ

きましても把握をしたところでございます。 

 以上です。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 わかりました。

これからもよろしくお願いしたいと思います。 

 次に、項目３、災害時連絡体制の確立についてで

あります。当市におけるブラックアウトが数日も続

いたとしたらどうなったことかと想像もつかないわ

けでございますけれども、ここで改めて災害時連絡

体制の確立について伺いたいと思います。北海道で

初めての震度７強という地震規模やこのたびのブラ

ックアウトと言われる全域停電を経験して、初めて

自然災害や複合した人的災害の恐ろしさを認識した

ところではないでしょうか。大きな揺れの後、市内

全域が停電で真っ暗な中、テレビからのニュースも

なく、一般電話は不通となり、通じるのは携帯電話

だけで、市民全体が、特にお年寄りは不安を感じ、

わずかな災害情報でも待っていたことでしょう。 

 このとき町内会役員の人たちは、情報不足で混乱

する地域の人との対応に大変な混雑状態になってい

たかに伺っております。行政からの連絡を受けても、

町内の全域にその内容の伝達をすることには難しさ

があったのかと思います。災害時における町内会や

地域との綿密な連絡体制の重要さは理解しても、高

齢化社会におけるその対応へのあり方が問題であり

ます。改めて災害時連絡体制の確立について行政の

考え方を伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） 災害時連絡体制の確立に

ついてお答えをさせていただきます。 

 災害時連絡体制の確立につきましては、今年度町

内会連合会の７ブロックの活用について町内会連合

会会長に災害時連絡体制等の情報共有についてご相

談させていただき、その後各地区のブロック会議に

伺わせていただき、各ブロック代表の方々への連絡

についてご理解をいただいたところでございます。

今回の地震の際は、全道的な停電により固定電話が

機能しないことや携帯電話がつながりにくい状況で

ありましたので、担当職員が個別に伺い、状況説明

等をしておりますが、今後も基本的には本年設けた

町内会連合会７ブロックを活用した連絡体制により

情報提供が図られるよう努めてまいりたいと考えて

おりますので、ご理解いただきたくお願い申し上げ

ます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 基本的には町内

会連合会７ブロックを活用した連絡体制から情報提

供が図られるよう努めるとのことでございますけれ

ども、このたびの災害に対する行政の対応に対して

町内会連合会としては大きな不信感を抱いているよ

うでございます。私は、町内会との議論をもっと深

め、地域への協力をお願いする考え方が不足してい

ると、このように思っておりますし、災害時の避難

方法を町内会に丸投げしている、そのような感じを

受けているところでございます。そういうことでは

町内会も動けないのではと思います。行政には町内

会組織の重要性とそれに対する目線の違いがあるの

ではないでしょうか。もっと町内会へのきめ細かな

情報の提供と共有に努めるべきではないかと思いま

すが、いかがでしょうか。 

〇議長（北市勲君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） 防災関係の町内会との情

報共有についてでございますが、これまで防災関係

についての市からの情報提供が少ないとのご意見が

多くございましたことから、５月に行われました町

内会長会議において避難行動要支援者名簿の配付と

災害備蓄一覧等についてご説明をさせていただきま
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した。また、連絡体制につきましては、先ほど申し

上げましたとおり、７ブロックを活用した連絡体制

を構築したところでありますが、その際のブロック

会議において、今年度町内会向けに作成をしました

赤平市地域防災ハンドブックに基づき、災害対策本

部体制、住民組織等への協力要請事項や自主防災組

織などについてご説明の上、配付をさせていただき

ましたが、町内会組織の協力は不可欠であり、重要

と考えておりますので、今後も防災ハンドブックの

見直しや効果的な連絡体制等について町内会の方々

のご意見を伺いながら、情報の提供、共有に努めて

まいりたいと考えておりますので、ご理解いただき

たくお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 私たちが先月町

内会連合会の代表の皆さんとの交流会を持ったとき

も、最初に話題になったのは災害時連絡体制の確立、

そして地域ごとの防災拠点の必要性についてであり

ました。いかなる災害も地域住民、役員皆さんの協

力なくして乗り切れないわけでありますので、防災

対策なのだから地域が協力するのは当たり前ではな

く、進んでやってくれるような日常的な人間関係の

つくり方も必要かと思いますので、その辺について

も今後よろしくお願いいたします。 

 次に、障がい者などの弱者への防災体制について

伺います。災害時に障がい者をどう守っていくのか、

地域の人たちとともに一緒に避難活動を行わなけれ

ばならず、また授産施設などは多くの障がい者を抱

え、寮生だけではなく、多くのグループホームを抱

えているところもございます。また、当市には数カ

所の老人養護施設もございます。市と企業の連携な

どはどのようにして協力体制をとっていくのか。こ

のたびの震災時からの教訓も対策に入れながら、当

市にも当てはまるものがあろうかと思いますが、い

かがでしょうか。 

〇議長（北市勲君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） 障がい者など災害弱者へ

の対応としましては、現在本市では福祉避難所とし

て協定を結んでいる企業、団体等が４協定あり、障

がい者や介護が必要な方などの受け入れ等をお願い

しているところであります。そのような協定は今後

も必要と考えており、福祉部署とも連携を図りなが

ら推進してまいりたいと考えておりますので、ご理

解いただきたくお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 今後も弱者救済

という意味ではいろいろ問題も出てくるかと思いま

すので、これからもいい対策を検討していただけれ

ばと、このようにお願いしておきたいと思います。 

 続きまして、項目４、守秘義務と生命の大切さに

ついて。次に、守秘義務と命の大切さの区分け、重

要性の判断について伺いたいと思います。町内にお

いて車椅子や寝たきりの人、認知症などの超高齢者

やひきこもりの人への対策も必要でありまして、被

災時に地方の家族への連絡を必要とする場合も生じ

るわけでございますけれども、町内会に協力しても

らうためには、改めて守秘義務と命の大切さ、この

どちらを先行するのかという大きな課題にぶつかり

ます。住民の家族関係についての情報は、現在は民

生委員のみの扱いとなっておりまして、町内会役員

へ情報は伝わってこないかと思います。 

 かつて私がこのことを質問したときに、明快な答

弁をいただけなかったと記憶しております。現在は

命の大切さを重要視し、そのことを明言している自

治体もあるようでございますが、改めて当市の考え

方について伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 総務課長。 

〇総務課長（熊谷敦君） 守秘義務と生命の大切さ

についてお答えをさせていただきます。 

 災害対策基本法第１条では、国土並びに国民の生

命、身体及び財産を災害から保護するため、防災に

関し国、地方公共団体及びその他の公共機関を通じ

て必要な体制を確立し、責任の所在を明確にすると

ともに、防災計画の作成、災害予防、災害応急対策、

災害復旧及び防災に関する財政金融措置、その他必

要な災害対策の基本を定めることにより、総合的か
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つ計画的な防災行政の整備及び推進を図り、もって

社会の秩序の維持と公共の福祉の確保に資すること

を目的とすると定められております。その中で、避

難行動要支援者名簿の配付についても定められてお

るところでございます。 

 名簿の配付につきましては、今年度町内会長会議

で周知させていただきましたが、守秘義務や名簿保

管についての取り決めなど取り扱いが厳格であるこ

となどから、配付まで至っていないのが現状でござ

います。名簿の内容につきましては、法律及び地域

防災計画に記載の基準で定められた内容となってお

り、かつ本人の同意が得られた名簿情報のみが平時

から配付できることとなっております。 

 そのようなことから、今後も情報の提供に努めて

まいりますが、防災行政としましては災害対策基本

法に基づく対応となりますので、ご理解いただきた

くお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 ただいまの答弁

伺っていますと、情報開示への理解はできても、法

律が壁となり、守秘義務が優先されるような気がし

てなりませんけれども、災害現場においてもう少し

現実的な対応ができるよう、日常的に考えていかな

ければならないことなのかもしれないと私は思って

おります。なかなか難しい問題で、これも今後の課

題になるのかなと、そんな気もしておりますけれど

も、日常的にこれからもどう向き合っていくか、ご

検討いただければとお願いするところでございま

す。 

 防災に関する質問はこれで終わりますけれども、

行政や町内会や企業がそれぞれの教訓を共有し、知

恵を働かせながら、災害に強い地域づくり、まちづ

くりを目指していくべきかと思いますので、今後の

当市防災体制確立のため、その強化、充実対策につ

いてよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、件名２、教育問題について、項目１、

学力検定試験対象の拡大と無料化についてでありま

す。現在小学校、中学校において漢字や英語等を中

心とした各種検定制度があり、当市では近年小学校

５年生、中学校２年生を対象として検定試験が行わ

れているわけでございますが、今年度は児童生徒の

学力向上を図るためにも、また全ての希望する子供

たちが公平に検定試験を受けやすくするために検定

料を無料としたわけでございます。このことから、

平成30年度の検定希望者は何名いたのか、科目別希

望者数や実施に当たっての学校側などの対応や進捗

状況について伺いたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 本市の学校教育における学力向上策の一つとして

本年度より取り組んでおります漢字検定、算数、数

学検定、英語検定の費用補助についてでありますが、

校長会とも十分協議検討した結果、文部科学省の全

国学力・学習状況調査を見据え、対象学年を小学校

５年生及び中学校２年生といたしました。なお、実

施日、実施方法及び検定の種別等につきましては、

各学校長の判断に委ねているところです。 

 そこで、本年度の各学校における実施状況であり

ますが、全ての小中学校が実施時期を冬休み明けの

１月中としており、現在は市費で対象児童生徒全員

に購入したテキストを用いて朝の学習時間や放課後

において学習しており、冬休みにおいても検定合格

に向けて各自が自宅で学習に励みます。なお、小学

校は３小学校全てが漢字検定を選択し、授業の中で

検定を実施するため、特別支援学級の児童を含む全

ての児童が受検し、試験官には担任教諭及び管理職

が対応する予定となっております。また、中学校は

英語検定を選択し、放課後において検定を実施いた

しますが、特別支援学級の生徒を除く全ての生徒が

受検し、試験官には教科担任及び管理職が対応する

予定となっております。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 検定とは本来得

意な分野を伸ばし、自信につなげるためのものでご

ざいますけれども、家庭の経済状況のために希望が
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あっても受検できない子供も多く、希望者全員が公

平に受けられ、それぞれの才能を伸ばすチャンスが

平等に与えられることのできる制度でなければと思

っております。このことは、今年度クリアいたしま

した。その上に立ち、子供たちにその分野の学力を

伸ばすためには、一度だけの検定ではなく、ことし

失敗しても、また来年に向けてのチャレンジ精神を

培うことも大切でございます。小学校においては４

年生以上、中学校においては全学年の希望者に検定

を受けさせることも必要であり、その検定料の無料

化を、また多くの子供たちが希望に沿った検定を受

けられるように副教材資料についても無料化にすべ

きと思っておりますが、この点についてはいかがで

しょうか。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 受検対象学年の拡充についてでありますが、この

検定の費用補助につきましては私どもといたしまし

ても学力向上策の有効手段であると確信していると

ころではありますが、学校現場においては歓迎する

声と教職員の業務負担がふえることに対する懸念の

声の両方が聞こえてきております。しかしながら、

私どもといたしましても議員同様、受検対象学年を

拡充するとともに、テキスト代については本年度同

様に予算計上してまいりたいと考えているところで

あります。今後におきましては、本年度の実施状況

を検証し、校長会と十分に協議検討を行いながら対

象学年を決めてまいりたいと考えておりますので、

ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 財政面が厳しい

ことは承知の上でございますけれども、事、当市の

教育環境の向上のためには必要なことであり、無償

化により機会均等となると子供たちの意識高揚にも

つながりますので、ぜひ前向きな検討をお願いし、

このことは要望とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。このことから、統合された中学校

もこれから統合される小学校も各学年の生徒数が多

くなるので、スポーツ面だけではなく、学力面でも

競争心が起きると思われ、検定試験の学年幅が広が

ることで今後よりよい結果が得られることを期待し

ております。 

 続きまして、項目２、公設塾の完全無料化につい

てであります。平成30年度より当市に公設塾が開設

され、今後小中学生の学力向上が期待されるわけで

ございますが、現在の参加者は何人ぐらいおり、今

後希望者がふえる可能性も含め、塾開設後の進捗状

況について伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略の重点施

策であります公設塾の開設につきましては、教育行

政報告の中でも申し上げたところではありますが、

本年９月に開設以降、小学生を対象とした子ども塾

においては、茂尻児童館24名、豊里児童センター27

名、文京児童館63名に登録していただき、本市全児

童の約35％と予想を大きく上回る児童が子ども塾に

通っております。また、中学生を対象とした交流セ

ンターみらいにおける公設学習塾には赤平中学校全

生徒の約20％に当たる32名の生徒が通っているとこ

ろです。いずれの会場におきましても、子供たちが

真剣なまなざしで机に向かう姿、あるいは友達同士

で教え合いながら楽しく学んでいる姿を見ることが

でき、学校以外での学習習慣の定着が図られ、学力

の向上につながるものと期待しているところであり

ます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 今の数字、24、

27、63、私の想像していた以上によかったのかなと

思っています。現在参考書、テキスト代等には市か

ら助成金が適用されておりますけれども、公設塾と

いう機会均等、公平、平等の性質から、希望者全員

が参加できるようにするには参考書、テキスト代の

無料化を図ることが必要かと思います。また、通学

距離により交通費無料化への措置も必要でございま

すし、女の子が夜遅くまでと心配され、参加に踏み
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切れない保護者の方、それからマイカーで送り迎え

している保護者も結構いると聞いております。これ

らの不安を払拭するためにも、今後市のマイクロバ

ス運行等も視野に入れた対応も検討するべきかと思

いますけれども、このことで私は少しでも多くの子

供たちが塾へ行けるかなと、このように思っており

ますので、この辺についての検討についてはいかが

でしょうか。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 現在子ども塾登録の小学生に対しては、ドリル等

の教材を全て無料で提供しております。しかし、公

設学習塾登録の中学生に対しては、１年生及び２年

生からは教材費として初回に1,000円、３年生からは

初回に2,000円を徴収しております。そこで、教材費

の無料化についてでありますが、無料化につきまし

ては公設塾開設に当たり検討した際の選択肢の一つ

ではありましたが、塾講師と協議したところ、塾に

通っているという自覚を生徒に持たせるためには、

全て無料にするのではなく、教材費程度の負担を求

めるべきとのアドバイスをいただき、中学生の保護

者には負担していただくこととしたところです。中

学生の塾への出席率は平均９割以上で推移してお

り、その効果が出ているものと考えるところではあ

りますが、議員ご指摘の機会均等、公平、平等の性

質につきましても考慮しながら、来年度に向けた検

討をしてまいりたいと考えております。 

 また、マイクロバスの運行についてでありますが、

公設塾を開設している近隣自治体でマイクロバス等

による送迎を行っているところはなく、また公設学

習塾に登録している中学生のうち、公共交通機関で

帰宅している生徒は２名と少数であり、市が交付し

ているバス定期券を利用しておりますことなどか

ら、マイクロバスの運行につきましては困難と考え

ておりますので、ご理解賜りますようお願い申し上

げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 ただいまの説明

を聞いて、９割という話を聞いております。そうい

うことで、これからもまだまだ希望者がふえるのか

なと、そんなふうにも思っております。私も何回も

ここで議論させていただいておりますけれども、産

炭地の子供たちの教育レベルの低下ということは今

でもあるのかなと思っておりますし、炭鉱が閉山し

て二十数年たちました。一般のまちと同じく、中空

知においても平均化できるように、それ以上になっ

てほしいなと、そんな思いからこの問題取り上げて

おりますので、学校教育、そして時間外でのこうい

う教育、もう少し検討、前向きな検討、今しており

ますけれども、マイクロバスというところまでもお

願いできればと思っています。今後の検討課題とし

て私もまた議論させていただきますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 それから、続きまして項目３、全国学力・学習状

況調査の結果報告についてであります。12月の広報

折り込み紙に平成30年度全国学力・学習状況調査の

結果報告がありました。この中に、当市の子供たち

の学力は昨年度に比べ小学校で改善傾向にあり、特

に理科は全国平均を上回るなど、学力向上に向けた

取り組みの成果があらわれているとのことで、私た

ちにとっても本当に喜ばしいことでございます。一

方で、中学校は全ての調査で昨年度を下回り、全国

平均との差も広がっているとのことでございます

が、特に数学Ｂの落ち込みグラフを見たとき、正直

がっかりしております。 

 子供たちの将来を見据え、小学校と中学校の連携

や中学校における進路指導との関連を図った学力向

上の取り組みが急務としておりますが、来年度から

ではなく３学期からでも取り組まなければならない

ことかと思いますが、具体的にはどのような方策を

考えているのでしょうか、伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 本市の調査の結果につきましては、改善の傾向は

あるものの、議員のご指摘のとおり、依然として憂

慮すべき状況であります。学校教育では、具体的に
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は個別学習やグループ別学習、繰り返し学習、学習

内容の習熟の程度に応じた学習など、学習指導の工

夫、改善により個々に応じた指導の充実を図ってい

るところではありますが、全国学力・学習状況調査

の結果につきましても経年的に把握、検証し、学校

教育における指導に資する確かなよりどころとして

活用してまいります。また、学力の向上は学校ばか

りではなく家庭、そして地域全体で育むものとの観

点から、全市的な協力を求めることが肝要と考え、

教育委員会独自で公表することとして、広報あかび

ら12月号折り込みチラシにより市民周知を図ったと

ころであります。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 12月の広報折り

込み、全市的な協力を市民の皆さんに求めるという

ことは本当にいいことだと思います。幸いにしてこ

としから公設塾が開設されておりますので、公設塾

の活用も視野に入れるべきかと思います。講師の方

とも連携をとり、子供たちが積極的に、勉強への意

欲が湧くような指導も期待されるのではないでしょ

うか。教育委員会と塾と子供たちの連携についての

考え方があれば、伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 中学生を対象とした公設学習塾につきましては、

授業強化について塾講師と協議した結果、数学が一

番成果があらわれるということから、全学年とも数

学のみの授業を行っております。来年度に向けての

協議も現在塾講師と行っているところであります

が、本年度の９月から２月までの開催期間を来年度

は年間を通した学習の機会を提供できるよう５月か

ら２月までと拡大し、授業科目につきましては引き

続き数学のみとする方向で考えております。また、

より多くの子供たちに登録していただけるよう、ア

ンケート調査を実施するなど検証し、学力の向上に

つなげてまいりたいと考えておりますので、ご理解

賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 ただいま最後の

ほうでアンケート調査などによる検証も考えている

とのことでございますので、その辺についてはよろ

しくお願いしたいと思います。また、学習調査結果

報告書には、赤平市の子供たちは学校の決まりを守

っている、人の役に立つ人間になりたいと思うなど

の特徴があるとのことでございます。このことはや

っぱり大事にしていかなければと、このように思っ

ております。基本的な生活習慣がおおむね身につき、

学校の授業に必要感を持って取り組んでいるが、家

庭学習に対する意識が低く、家で学習する時間が大

変不足しており、将来の職業選択を考えるとき、基

礎学力の定着は必須との報告もなされております

が、対策の具体的評価などについては、これは次回

の質問としたいと思いますので、これからも学力向

上のためによろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、件名３、菊島市政のあり方について、

項目１、１期目における市政執行の評価についてで

あります。12月１日の新聞に菊島市長の再選出馬表

明についての記事が掲載されておりました。ここで、

菊島市長の１期３年半の市政執行に対する評価につ

いて、私個人だけではなく会派としての考え方を述

べてみたいと思います。 

 冒頭申し上げておきますが、私は市長個人を嫌い

ではありませんし、議員時代から個人的には大変お

世話になってまいりました。しかし、市長となると

見方や評価は変わってまいります。市長は、私たち

議員と違い、赤平市政執行の最高責任者であり、そ

れに基づく大きな権限を行使できる立場にあるから

であります。市民から負託を受けた私たち議員は、

その権力者に対し、よりよい市民生活を送ることが

できるよう、毅然としてしっかりとチェック機能を

働かせなければなりません。 

 私の市長への評価でありますが、第１に、最初の

大きな間違いを犯したのは、市長就任翌年の新年交

礼会にて突然の住友赤平炭砿立坑やぐらの取得発言

であり、自身の一方的な考え方による炭鉱遺産関連

事業開発でした。立坑取得問題は、庁議にもかけず、
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正規に議会にも諮らず、我々議員の不信感や多くの

職員、市民の不満を募らせたかに思います。元来立

坑やぐらは莫大な費用を要することも含め、その後

のことを深く考えず、知らないままに飛びついた菊

島市長が大きな間違いを犯したと言わざるを得ませ

ん。ガイダンス施設が建設され、順調に運営されて

おりますが、国との建設認可の約束を先に進め、市

民説明会では多くの市民に頭を下げて謝り、申請締

め切り期限を優先し、議会での十分な議論をする間

もなく建設されたのが今のガイダンス施設でござい

ます。不安に思う市民の声は一体どこへ行ったので

しょうか。 

 第２に、認定こども園への取り組みについてであ

ります。市長公約である認定こども園の開設につい

ては、就任当初から議論の対象になっていたはずで

すが、議会においてさんざん各議員に追及された結

果、やっと最近になって取り組みが見えるようにな

ってきました。本来人口減少対策の基本中の基本は

子育て支援であり、保護者が安心して産み育てられ

る体制づくりであります。そして、安心して働ける

環境こそが回り回って企業への安定操業支援策とな

るわけでございます。同じ市長公約の一つに炭鉱遺

産がありますが、当市にとっての最重要課題は人口

減少対策でございます。市民生活に対する優先順位

の基準というものの考え方に疑問が生じるところで

あります。また、認定こども園建設問題や保育所に

おいては待機児童が発生するなど大きな問題が発生

している中、子育て政策を進める社会福祉課職員の

異動に次ぐ異動を行ったことは、市長が本気で子育

て支援政策を進めようとしているのかどうか、我々

議員や職員、市民にとっても疑問を感じるところで

ございます。ここで、子育て支援政策の進め方につ

いて市長の考え方を伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 市長。 

〇市長（菊島好孝君） まず、今の議員の認定こど

も園の取り組みについてのご質問でございますけれ

ども、現在保育所では待機児童の解消、あるいは一

時保育の再開と、保護者の皆様が安心して働ける体

制づくりに努力してきたところでございます。認定

こども園につきましても、幼保一元化や３つの施設

にすることのメリットなどありますことから、昨日

もお答えをさせていただいたとおり、認定こども園

の設置に向けて協議を進めてまいりたいと、重ねて

まいりたいというふうに思っております。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 第３に、市長の

市政のあり方についてでございます。市長は、トッ

プセールスマンと称し、各地において赤平市を売り

込んでおりますが、疑問も生じます。通常１期目の

市長は、行政の実情や地方自治をしっかりと勉強し、

基盤の安定を図るものでございますけれども、ただ

いままでの市長の行動を見ますと、難しい本来の仕

事は避け、庁舎から出て外交に専念するのは市長本

来の任務を避けているのと同じわけでございます。

ともすると周りからは半分は飲むことを仕事と勘違

いしているのではと、このようなやゆや誤解も生じ

るわけでございます。また、国や道との関係につい

ては、本来自治体を代表して地域の現状や課題を訴

え、協力をお願いしてくるものと考えますが、財政

調整基金の問題一つをとっても、国の言いなりに残

高を減らすなど、国従属の市政が見えるところでも

あります。 

 このことを含め、３年半を振り返り、市長として

の自覚が身についているのか、このことを伺いたい

と思います。 

〇議長（北市勲君） 市長。 

〇市長（菊島好孝君） 私の物の考え方ということ

についてでございますけれども、私は市長に立候補

したときから、赤平市のトップセールスとしてみず

から先頭に立つ覚悟でおりましたし、１期目から全

力で取り組んできたつもりでございます。その中で

多くのご縁をいただきまして、赤平市にとりまして

有益な情報を得たり、あるいは特に自治体病院の運

営には欠かせない医師確保につきましてはトップセ

ールスが功を奏したというふうにも思っているとこ

ろでございます。行政内部につきましても、各課長
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との情報共有や意思決定のため庁議を定例で開催し

ておりますし、市長就任当初から職員にはいつでも

市長室に来て話をするよう申してきたところでもご

ざいます。いずれにしましても、市内外を問わずト

ップセールスとして全力で取り組んでまいるつもり

でございます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 第４に、将来へ

の財政不安についてであります。前高尾市長が職員

とともに大変な苦労をし、命を削って残したと言っ

ても言い過ぎでないくらい、当市の財政を安定させ、

多くの市民に安心感をもたらしました。その後菊島

市長の任期中は、主に土木、建築事業を中心とした

事業に取り組まれ、今後も同様な仕事が継続されよ

うとしております。現在貴重な財政調整基金を取り

崩しながら各種事業を進めておりますが、これから

は事業の地方債償還がさらにふえてくることが予想

され、このままの財政運営ではますます財調の取り

崩しなくしては事業が成り立たない状況となってき

ますし、近い将来財調が底をつくことになりかねま

せん。このことから市民は将来の財政負担に大きな

不安を抱いておりますけれども、このことについて

伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 市長。 

〇市長（菊島好孝君） １期目における市政執行の

評価について、今若山議員の質問にお答えをさせて

いただきますけれども、近年の大型建設事業の中で

最も費用を要した建設事業につきましては統合中学

校の建設事業でありますが、この事業につきまして

は前高尾市長時代に事業決定がなされたものでござ

いまして、私はそれを引き継ぎ、建設に着手をした

ところでございます。建設費用につきましては、国

庫負担金、過疎対策事業債を財源としておりまして、

財政調整基金を取り崩しての事業実施であったとい

うふうには考えておりません。財政調整基金の取り

崩しのご指摘がありますが、前市長から市政を引き

継いだ時点での平成26年度末、財政調整基金の残高

は約21億7,000万円、今議会の補正後の30年度決算見

込み額は12億3,000万円で、９億4,000万円の減額と

なってございますが、減債基金やあかびらガンバレ

応援基金などの特定目的基金を含んだ基金総額は26

年度末24億4,000万円に対しまして30年度見込み25

億で、約6,000万円ふえております。また、将来の大

型事業の起債償還に備え、減債基金を約４億3,000

万円積み立てることにしてございます。さらに、ふ

るさと納税原資のあかびらガンバレ応援寄附金を活

用し、一般財源で対応しなければならない統合中学

校の子供たちの備品を整備し、教育環境の向上を図

ることができたところでもあり、事業実施の際の財

源確保につきましては安易に基金を取り崩すことが

ないよう努めているところでございます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 最後になります

が、過日職員組合による市長に対するアンケート結

果を目にしました。結果の数字はここでは申し上げ

ませんが、通常あり得ない数字であり、その多くは

市長に対する不信感を表していると思います。市長

自身もごらんになったと思いますが、この結果を見

てどのように感じ取ったのか伺いたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 市長。 

〇市長（菊島好孝君） 職員組合の方々の私に対す

るアンケート調査の結果につきましては、組合の方

々よりご提示を受け、承知しているところでござい

ます。結果につきましては今後参考とさせていただ

きまして、改めるべき点は改めてまいりますが、私

はこの赤平を維持可能なまちとするため、そして赤

平市民のために職責を全うしてまいりますので、私

の民間の発想を少しでも職員に共有をしていただき

まして、市民に寄り添う行政を行っていくためにも

職員の皆様方の意識改革にも期待するところでござ

いますし、私の思いもわかっていただけるよう、職

員の方々にも寄り添ってまいりたいというふうにも

考えてございます。そして、行政力を発揮できるよ

う、市政のかじ取りを担う覚悟でございます。 

〇議長（北市勲君） 若山議員。 

〇５番（若山武信君） 〔登壇〕 このアンケート
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結果は、組合員だけではなく、多くの職員皆さんも

同じような思いでいるのではと私は感じ取っており

ます。また、市民からの批判の声も多く聞こえてき

ます。その声が聞こえているのか、耳を塞いでいる

のかは私にはわかりません。１期目における菊島市

長の市政執行の評価について市民からは、失礼なが

ら市長失格との声も聞こえてきます。 

 私を含め我が会派としては、総合的な判断をする

ときに市長としての資質に欠けているのではないか

と考えるところでございます。できることであれば、

後進に道を譲ってほしかったという思いもございま

す。今後市民の声の高まりを受けて新たな市長候補

が擁立をされることも考えられ、連合に支えられて

いる私たち民主クラブとしても同調することになる

ことから、今の時点であしからずということを申し

上げておきたいと思います。 

 これをもちまして、私の一般質問の全てを終わり

ます。それぞれの答弁ありがとうございました。 

〇議長（北市勲君） 暫時休憩いたします。 

（午前１１時０７分 休 憩） 

                       

（午前１１時１５分 再 開） 

〇議長（北市勲君） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

 質問順序７、１、高齢化対策について、２、人口

減少に伴う問題について、３、障がい者にやさしい

まちづくりについて、４、教育行政について、議席

番号４番、竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 通告に基づきま

して、質問させていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 件名１、高齢化対策についてお伺いいたします。

菊島市長は、執行方針の中で安心して暮らせる社会

をつくるとし、一つの交通安全対策を表記しており

ます。そこで、項目１、高齢者が安心して暮らせる

地域づくりについてお聞きいたします。内閣府が出

している交通安全白書では、少し古いですが、平成

28年で65歳以上の人口は3,459万人、総人口に占める

高齢化率は27.3％と４人に１人となっているそうで

す。その後も社会保障・人口問題研究所の推理では、

総人口は減少しても高齢者人口は上昇し、その後高

齢者人口が減少に転じた後も率は上昇を続けると言

われています。 

 また、高齢の運転免許保有者は、これも古いです

けれども、平成28年末、約8,221万人、前年比約６万

人、0.1％増加し、このうち75歳以上の保有者数は約

513万人、75歳以上の人口の約３人に１人となり、前

年比約35万人、7.3％増加していて、今後もふえると

推理されています。当市においても高齢化率の上昇

は同様に免れない事実ですし、高齢免許保有者も33

％以上と聞いています。また、75歳以上の運転者の

死亡事故件数は、75歳未満と比較し、免許人口10万

人当たりの件数の２倍以上多く発生しているとデー

タでも出ていて、そういった背景から高齢者の免許

返納という話題も出ていますが、反面高齢者の方に

とって自主返納をためらう理由として７割の方が車

がないと生活が不便なことと、田舎になればなるほ

ど何もできないのも事実です。 

 そういうデータをもとに、交通安全の面、免許返

納率アップの面、そして交通弱者対策の面でも地域

交通の確保は重要と感じます。そのあらわれとして、

きのうの同僚議員の質問にもありますし、ご存じの

とおり、市民の中からも求める声を聞いております。

私自身昨年12月議会の中でも同じような質問をして

いますので、その後地域交通の確保について調査研

究されたか、行政としての考え方と一緒にお聞きい

たします。 

〇議長（北市勲君） 企画課長。 

〇企画課長（畠山渉君） 地域交通確保に関する考

え方についてでございますけれども、地域公共交通

は自治体の関与が大きいコミュニティバスですとか

デマンド交通だけを考えるのではなく、既存の鉄道、

バス、タクシーを含みます総合的なネットワーク全

体で考えることが必要であると考えております。そ

のためには、地域の公共交通を担っていただいてお

ります交通事業者が地域で存在し続けるために何が
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必要であるかを考えることと地域住民の皆様のご協

力を含みます関係者の連携が重要でございます。地

域公共交通を考えるときに、コミュニティバスや自

家用有償旅客運送といった方法がありまして、それ

ぞれ成功している例はたくさんございますけれど

も、一方でさまざまな理由から取りやめたり、民間

事業者との調整が進まないといったこともありまし

て、ある自治体での成功例が他の自治体や地域にお

いてそのまま通用しないところに地域公共交通の難

しさもあると考えております。 

 また、ご質問にございました調査研究をしたかど

うかというところでございますけれども、昨年12月

議会での赤平市におきます高齢者の運転免許証の返

納率、これが全国の返納率に比べて低いということ

に対します市民への調査研究をしたのかどうかとい

うご質問であるかというふうに思います。高齢者で

運転免許証保有者に対しまして、なぜ運転免許証を

返納しないのかということを直接調査するというこ

とは、免許証の取得情報でもございますので、かな

り難しいのではないのかなというふうに考えており

ます。 

 そこで、今年度の住民懇談会の中で地域公共交通

でありますＪＲ、バス、ハイヤー、お買い物バスに

ついての現状の説明と地域の皆様からのご不便な点

や心配なことなどのご意見、ご要望を伺ったところ

でございます。それぞれの会場で多かったご意見は、

運転免許証の返納時の助成というものについてでご

ざいました。そういったことも踏まえまして、昨日

の一般質問の中で社会福祉課のほうから運転免許証

の返納時の助成制度について検討する旨の答弁があ

ったところでございます。地域公共交通の確保は、

医療、福祉、教育、観光などあらゆる施策に関連す

る総合的な政策でございまして、今後におきまして

も引き続き研究してまいりたいと考えております。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 今答弁をいただ

きましても、１年前に質問した後１年たって質問を

振り返ってみても、また研究してまいりたいという

答弁で締めくくられているというふうに感じます。

きのうの質問者からも、私も継続して質問していた

りしていますけれども、まず第一に住民懇談会の中

からも声が出ているという意味では、免許返納時の

助成に関してもそうですが、交通安全を念頭に置い

て高齢者の免許返納対策、そして交通弱者対策に対

する地域交通網の確保と。地域交通網の確保という

のは、幹線道路についてという観点ではなくて、交

通不便地域についてということに関して地域交通網

の確保というのは必要がないというふうに思ってい

るのか、もしくは重要性は低いと考えているのでし

ょうか。きのうの質問者の答弁でも、先ほどの答弁

も聞いていますけれども、改めてもう一度その重要

性について聞きたいというふうに思います。 

〇議長（北市勲君） 企画課長。 

〇企画課長（畠山渉君） 地域公共交通網の確保に

ついてでございますけれども、これまでも議員ご指

摘されております免許証返納率が低い原因につきま

しては、ＪＲ駅やバス停の存在する幹線道路などか

ら遠く、公共交通機関の不便な地域に居住されてい

るとか、自家用車の利便性ということを考えますと、

高齢者の方々は危険が伴うことを十分承知しながら

も運転免許証の返納に踏み切れないということでは

ないのかなというふうに考えております。そういっ

たことからも、議員ご指摘にございます交通安全あ

るいは免許返納率という観点からも、議員と同じく

私どもも当然地域公共交通の取り組みにつきまして

は大変重要であると認識しております。 

 前段の答弁、また昨日の他の議員に対する答弁で

も同様でございますけれども、ちょうど１年前と同

じく引き続き研究してまいりたいという答弁をいた

しましたので、１年前から全く進んでいないという

ふうに受けとめられてしまうことは重々承知してご

ざいます。しかしながら、私どもといたしましても、

住民懇談会のほか、社会福祉協議会、エリアサポー

ターや関係部署によります会議の中でもご意見をお

聞きし、それらを踏まえた研究に取り組んでおりま

すけれども、現在申し上げるまでの段階には至って
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いないところでございます。したがいまして、これ

からも引き続き市民の皆様のご意見、ご要望をお聞

きしながら取り組んでまいりたいと思います。 

 私からは以上でございます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 重要というふう

に認識をしていただいているということが聞けまし

たので、しっかり前に進めていただきたいというふ

うに思いますけれども、調査が難しい旨の答弁もあ

りましたが、もっと大きな範囲で調査し、ある程度

の数字が出ているところもございますので、やり方

ではできるのではないかなというふうに思います。

運転免許自主返納を促すことで重大事故の件数や発

生を減らすことができそうだというデータも上がっ

ているわけですから、交通安全を掲げているのであ

れば、返納者へのサポートを充実させることが返納

を促す一番の策と考えます。高齢化が進む当市にと

って自主返納率を上げるとともに地域交通を手厚く

確保する必要性を強くお願いして、この質問は終わ

ります。 

 続きまして、項目２、第７期の高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画についてお聞きいたします。

高齢者に対する幾つかの施策がありますが、本年第

７期の高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画がで

き、総合計画や総合戦略と整合性を持ち、スタート

しました。その中の基本目標の４、高齢者を支える

まちづくりを進めますについて２点お聞きいたしま

す。（１）番目、災害、見守り体制の整備の各項目

についてですが、計画の中に（１）として家庭用緊

急通報システム事業が出ていますが、29年度の実績

と事業開始からの状況を踏まえた今後についてお聞

きいたします。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） お答えいたします。 

 第７期の高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

につきましては、平成30年度から平成32年度までの

３カ年の計画となっており、平成30年度は計画初年

度となっております。その中の目標の高齢者を支え

るまちづくりを進めますの災害、見守り体制の整備

の各項目につきましての家庭用緊急通報システム事

業につきましては、家庭用緊急通報システムをひと

り暮らしの高齢者宅に設置する事業となっており、

施設入所者を除き、65歳以上のひとり暮らしの高齢

者は1,600人程度いらっしゃると把握しております

が、今後とも継続して設置を行い、効果的な周知方

法についてさらに検討してまいるところでございま

す。なお、平成29年度はモバイル式は見込み数43台

に対し39台の設置となっておりますが、必要な方に

必要な設置ができるよう事業継続を予定しておりま

すので、ご理解いただきますようよろしくお願い申

し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 65歳以上のひと

り暮らしの高齢者の方が1,600人程度と言っていま

すけれども、行政としては実数の把握ができている

というふうに感じますけれども、そのうち39台の設

置ということで、これはなおかつ見込みよりも少な

い状況にあるということですから、その中で答弁で

効果的な周知方法をさらに検討と言っております。

しかしながら、この事業というのはことし初めてや

ったものではないので、数年前を振り返って経過を

見てきたら、どのようなことをすれば効果的な周知

が図れるのかというのが検討されていれば出てくる

というふうに思うのです。その辺どのように考える

か、担当として答弁お願いいたします。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） 効果的な周知方法

については検討しておりますが、現在制度の周知方

法につきましては、広報あかびらのほか、児童民生

委員の研修会やケアマネジャー、地域包括支援セン

ターなどを通じ周知を行っているところですので、

ご理解いただきますようよろしくお願い申し上げま

す。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 ３年、４年目ぐ

らいにこの事業は入ると思いますので、数年実施さ
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れてきていますから、効果的な周知方法が今の答弁

だとないが、必要な事業だと認識しているので、継

続はしていきたいというようなことだというふうに

認識させていただきますが、今後も再協議を進める

ということだというふうに思いますので、ぜひ効果

的な周知方法でさらなる検討をしていただいて、数

がふえるように高齢者の方に勧めていただきたいと

いうふうに思います。 

 次に、計画内の（２）の緊急医療情報キット配布

事業についてですが、65歳以上の方へ申請をしてい

ただいた後配付をするということになっております

が、現在までの状況と、これも今後の方向性と、そ

れから関係者との連携と利用者への促進、普及にど

のように努めていくのか、その辺確認させていただ

きたいというふうに思います。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） 緊急医療情報キッ

ト配布事業につきましては、65歳以上の方に医療情

報や緊急時の連絡先などを安心情報カードに記入

し、緊急医療情報キットとして冷蔵庫に張りつけ、

迅速な救急活動につなげる事業となっております。

65歳到達時の介護保険証の送付時に制度の周知を行

っておりますが、こちらにつきましても今後とも継

続して設置を行い、効果的な周知方法についてさら

に検討してまいりますので、ご理解いただきますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 私の質問の中身

は、事業の内容の説明を求めているのではなくて、

現在までの状況と今後の事業の方向性、そして関係

者との連携と利用者への促進、普及にどのように努

めていくのかという中身を聞いている質問なので、

その点もう一度お願いいたします。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） 失礼いたしました。 

 緊急医療情報キット配布事業につきましては、既

にご自宅の冷蔵庫に張りつけている世帯のほか、新

規に利用したいとのことで窓口にお見えになる方も

おりますが、町内会長会議などで事業の説明をする

とともに、救急隊員などから問題点がないかなどを

点検し、事業の継続を図ってまいりますので、ご理

解いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 数字的にも出て

いると思いますので、今後も関係者と課題点などの

検討をしていただいて、これもやっぱり高齢者の方

にとっては必要で、あると安心につながるというふ

うに思いますので、ぜひお願いしたいというふうに

思います。 

 次に、（３）番目、避難行動要支援者名簿の整備

についてですけれども、今までもこの名簿について

は何度かいろいろ運用方法とか利用状況とか質問さ

せていただきましたが、整備はされているというふ

うにお聞きしています。今後この名簿の整備をした

後どのように関係課と連携をして利用方法を考えて

いるのか、お考えをお聞きいたします。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） 避難行動要支援者

名簿の整備につきましては、年２回名簿の更新を行

い、避難行動要支援者名簿を総務課に提出しており

ますが、災害時の適切な避難支援等につながる関係

機関及び団体への名簿の提供となるよう、避難行動

要支援者の範囲等について検討してまいることとし

ております。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 ここでは整備と

いうことですので、整備をする担当課として関係部

局の方はもちろんこれから話すことはご存じかもし

れませんけれども、調べましたらこの名簿について

は、まず１つ目、災害時に生命、身体に危険が及ぶ

おそれがある場合は、本人の同意なしに消防、警察、

関係機関に提供することができるとされておりま

す。２つ目に、災害の発生に備え、避難支援等の実

施に必要な限度で自主防災組織等の避難支援等関係

者へ名簿情報を提供することとされております。こ

の避難支援等関係者というのは、地域防災計画にお
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いて各自治体が適切と考える団体や個人を位置づけ

られ、提供先とするのが可能と記載されています。

同時に、法改正によって名簿を利用して避難支援等

の実施に携わる者には法律の規定する秘密保持の義

務がかかるので、誓約書などの対応は各自治体判断

のようですし、職務として携わる方は地方公務員法

の中で罰則が設けられ、自主防災組織のような職務

でなく、善意に基づく無償の協力者には罰則は設け

られないというようなことが書かれています。こう

いう点も含めて、名簿を整備する、進める担当課と

して、このようなことを認識の上、この名簿を運用

するための関係各課とどのように連携をして市民に

対応していくのか、またどのような準備をして情報

の共有をしっかりできているのかという点を、整備

をする担当課の一つの意見として確認したいという

ふうに思います。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） 関係部局との連携

につきましては、ことし９月６日に発生した胆振東

部地震によります停電があり、長時間にわたり住民

生活等に多大な影響があったことなどから、総務課、

社会福祉課、介護健康推進課の関係職員が11月に避

難行動要支援者名簿などに関し、今後の災害に備え

名簿の作成方法など情報交換を行っており、また名

簿の提供先となります避難支援者等関係者について

も認識を深め、今後とも会合などを通じ連携を密に

していくことを確認しておりますので、よろしくお

願いいたします。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 前者の質問の中

でも、町内会との連携のこと、それから私もこの後

質問でも出ますけれども、いかに情報共有をして町

内会との連携を密にしていくかというのが重要だと

いうふうに思いますので、せっかく整備された名簿

が使われないというようなことになるともったいな

いというふうに思いますので、情報共有をした中で

どうやってうまく運用していけるのかというのをし

っかり考えていただきたいというふうに思います。 

 次に、計画の中の（４）になりますけれども、高

齢者見守りネットワークの構築について、同様に担

当課としてどのように考えているのかお聞きいたし

ます。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） 高齢者見守りネッ

トワークの構築につきましては、引き続き地域にお

ける日ごろからの見守りのほか、コープさっぽろや

赤平郵便局、セブンイレブン、北海道新聞赤平販売

所との協定を生かしながら、さらに地域資源を活用

した見守り方法などを検討いたしますので、ご理解

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 答弁を聞く限り

では、今後もネットワークは広げる努力はしていき

ますという答弁だというふうに捉えさせていただき

ますが、いずれにしても新しい計画があって、今後

どうしていくかという具体的な示す案というか、方

向性というのは明確には答えていただけませんでし

たと思いますけれども、しっかり高齢者対策という

ことでやっていただきたいというのを伝えて、次の

質問に行きます。 

 （２）番目として、生活環境の整備についてです

が、ここは項目を１つのみ確認いたします。計画内

の（１）、高齢者世帯等除雪費助成事業ですけれど

も、非常に高齢者の方にとると福祉政策としてよい

事業だというふうに感じております。昨年までの実

績もあり、利用者の声を反映させた今後についてど

のように運用されていくのか確認したいというふう

に思います。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） 高齢者世帯等除雪

費助成事業につきましては、平成25年度から実施し

ておりまして、自力で除排雪ができない75歳以上の

高齢者などを対象として実施しておりますが、平成

29年度は350の見込み世帯に対し、実績は334世帯で

すが、世帯数は年々伸びている状況です。高齢者の

在宅支援の重要なサービスとなっておりますことか
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ら、今後とも持続的に事業が実施できるよう委託先

であります社会福祉協議会とも協議を行っていると

ころでございますので、ご理解いただきますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 きのうも除雪費

についての質問がありまして、委託先の協議会とし

っかり協議を進めたいというふうに言っていました

ので、進めていただきたいと思いますが、非常に重

要とされる福祉政策だというふうに私個人は思って

いますので、今後も内容の検討をしていただいて、

幅広く対象の方々が使いやすく、可能な限り市民の

声が反映されるような政策になるように検討を進め

ていただきたいというふうに思います。同時に、し

っかりした財源の確保も必要だというふうに思いま

すので、お願いいたします。 

 続きまして、項目の３に移ります。健康増進計画

の改訂版についてお聞きいたします。市長の所信表

明の中の総合計画の部分で、保健事業として市民一

人一人が健康を意識した中で地域ぐるみで健康寿命

を伸ばしていくと書かれております。それをもとに

詳細な計画に分かれていくのがこの健康増進計画と

捉えておりますが、この計画も平成18年に作成され、

国の健康日本21の第２次の基本的方針や目標項目を

勘案し、高齢者の保健福祉に関する計画や医療の確

保に関する法律に規定する計画などと整合性を図

り、平成26年度に改訂版として平成30年度まで期間

を延長してきました。そこで、このたびこの計画に

ついては平成30年度が期間最終年ですので、３点に

ついてお伺いいたします。 

 まず、平成30年度までの計画ですので、当市の健

康課題とされている塩分の過剰摂取や食習慣、飲酒

習慣、そして喫煙習慣が原因と考えられる血管の梗

塞や心疾患が多い状況をどのように捉え、次の計画

へ反映させていかれるのか、作成されていく過程で

どうするのかお聞きしたいと思います。 

〇議長（北市勲君） 介護健康推進課長。 

〇介護健康推進課長（千葉睦君） 健康増進計画改

訂版の今後の計画についてお答えさせていただきま

す。 

 赤平市健康増進計画改訂版ですが、まちづくりの

目標である生き生きとした心と体の健康づくりの実

現を目指し、赤平における健康づくりの推進のため

の具体的な取り組みを示すものです。この計画は、

平成26年度に改定し、平成30年度を計画期間の終了

としており、今年度が最終評価と次期計画を作成す

る年となっていることから、来年３月末までの完成

を目指し、現在平成31年度から10年を計画期間とす

る第２次赤平市健康増進計画の策定を進めていると

ころです。計画の内容としましては、保健活動の基

本方針や施策の方向性に変更はなく、６分野に分け

て課題と目標、個人、地域、行政が取り組むことを

掲げることとし、ことし５月に市民約1,700人を対象

に行いました赤平市民健康生活調査の分析結果をも

とに、より赤平市民の食生活や身体活動の実態に沿

った内容にしたいと考えています。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 アンケートなど

をとっていただいて、準備を計画的に進めていただ

けるという答弁が聞けました。最近はなかなか予定

どおり進まない計画とか施策が目につきますので、

ぜひ調査の分析をもとに順調に作成されることを期

待しております。 

 次に、（２）、市長は健康寿命を延ばしていく取

り組みが重要と発言しております。当市の平均寿命

は、道や全国に比べ短く、道内でも下位に出ており

ます。それをもとに健康寿命の算定を行うわけです

けれども、算定の結果、不健康な期間、いわゆる要

介護の期間が出ますが、この要介護の期間というの

をどのような改善をもって改善を目指していくのか

というところを聞きたいというふうに思います。 

〇議長（北市勲君） 介護健康推進課長。 

〇介護健康推進課長（千葉睦君） 平均寿命と健康

寿命についてお答えさせていただきます。 

 平均寿命とは生まれてから亡くなるまでの期間

で、健康寿命とは健康上の問題で日常生活が制限さ



 －98－ 

れることなく生活できる期間とされ、健康づくりに

おいては健康寿命を延ばすとともに、不健康な期間

を短くすることが重要となります。平成29年、すこ

やか北海道21に発表された赤平市民の健康寿命です

が、男性74.14歳、女性81.78歳と５年前と比較し、

男性1.29歳、女性は0.7歳、健康寿命が延びました。

また、平均寿命と健康寿命の差である不健康な期間

は、男性0.96年、女性2.71年と５年前と比較し、男

性は0.06年短く、女性は0.15年長くなり、健康寿命

の男女差はやや改善されてきています。他市と比較

しますと、女性の平均寿命は全道下位クラスから今

は全道平均クラスまで改善しましたが、男性は残念

ながら全道下位クラスのままとなっているのが現状

です。 

 赤平市としましては、喫煙率の高さや塩分摂取の

多さ、肥満者の割合が高いことなどが課題とされて

おり、次期計画でも引き続き取り組み、健康寿命の

延伸に努めたいと考えています。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 健康寿命と平均

寿命の不健康な部分の改善というのは、改善策を講

じたからすぐ改善が見られるというものではないと

いうふうに認識をしておりますので、なかなか飛躍

的に改善されるところではないなというふうに思い

ますが、そこで次の質問につなげますが、そういっ

た赤平市の実態を把握して、その実態に基づいた目

標達成への取り組みで改善されていくことがあると

いうふうに思いますので、担当課としてどのような

取り組みをしていくのか確認したいというふうに思

います。 

〇議長（北市勲君） 介護健康推進課長。 

〇介護健康推進課長（千葉睦君） 目標達成の取り

組みについてお答えさせていただきます。 

 実態把握の結果、赤平市では高血圧が健康課題で

あるため、血圧と動脈硬化との関連や家庭血圧測定

の普及啓発、減塩について取り組んでいます。特に

減塩は若い世代から意識することが大切なため、が

ん検診等の受診者や妊婦、３歳児健診にお子さんを

連れてくる親御さんなど、働き世代の方や子育て世

代の方も対象に平成28年度からＢＤＨＱ栄養調査を

実施しています。この調査では、一人一人の食事の

バランスや食品ごとの摂取量を分析し、それぞれの

食生活の傾向に合わせ、パンフレットを選定し、結

果をお返ししています。また、ことしからは、ＢＤ

ＨＱ栄養調査とあわせ、前日の塩分摂取量を推定す

ることができる尿中電解質検査を実施し、推定塩分

摂取量を数値で示すことで食生活を見直す機会とし

ています。今後も引き続き検診や各地区で開催する

健康教育等を通じ、減塩で栄養バランスのとれた食

事をとることの大切さを啓発してまいります。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 先ほども言いま

したが、平均寿命と健康寿命の差を縮めるといいま

すか、ある差を縮める、もしくは不健康な期間を短

くするというのは、非常にその後にもつながってい

くというふうに思います。非常に大切なことだと私

自身も認識しておりますが、しかしながらなかなか

働いている方や子育て中の方がご自分の体調チェッ

クをしに足を運ばないのも、またこれ現実だろうと

いうふうに思います。特に今自覚症状がない方が体

調チェックというのをなおさらしないのではないか

なというふうに思います。 

 そこで、提案ですけれども、特にお子さんがいる

家庭の方へは子供が対象となる行事やイベントで調

査やチェックが行えるよう、そうなると課をまたぐ

ことになりますけれども、課をまたいだ調整をして

みてはいかがでしょうか。また、全市的なイベント

である会場で同様に調査やチェックが行えるような

環境も考えられないものでしょうか。例えば子ども

まつり会場の一角で行う火まつり、産業フェスティ

バルなどの自然にそちらのほうに足を向かわせる環

境があるところにチェックや調査をする一角を設け

ると。これは、そういうイベントごとに調査研究に

行くというのはそれぞれの担当も大変でしょうし、

課をまたいだ動きになりますので、それぞれの壁と

いいますか、連携というのが非常に大事になるとは
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思いますけれども、そういった壁を乗り越えるとい

うのも市民サービスの一つというふうに感じますの

で、ぜひ赤平市の健康寿命、平均寿命の調査をして、

不健康な寿命の部分を縮めると、少なくするという

意味ではそういう課をまたいだ市民サービスを考え

ていただきたいというふうに思います。よろしくお

願いいたします。 

 次に、件名２、人口減少に伴う問題についてに入

ります。総合計画の中の（５）で、人と人とが語り

合い、行動できる地域づくりとし、施策について掲

げられております。市民参画機会の拡充を図り、協

働のまちづくりを推進していく必要性を発言してお

ります。大切な考えだと私自身感じていますが、そ

こで項目の１、協働のまちづくりについてお聞きい

たします。計画の中にある地域コミュニティ活動で

すが、町内会活動は住民自治を担う重要な役割とし、

世帯数減、高齢化などの影響で維持困難な状況や活

動の縮小で連帯感が失われないように支援し、連携

強化を図ると言われておりますが、地域コミュニテ

ィに対する助成などはされてきていると思いますけ

れども、今後はどのように支援していく考えがある

のか、具体的な支援策などをあればお聞きしたいと

いうふうにふうに思います。 

〇議長（北市勲君） 市民生活課長。 

〇市民生活課長（町田秀一君） 町内会への支援策

でございますが、お話のありました地域コミュニテ

ィ活動推進事業補助金につきましては、昨年より均

等割額を２万1,000円増額し、７万1,000円といたし

ましたり、町内会街路防犯灯維持管理事業交付金に

つきましては交付率を平成27年度より20％上げ、65

％とするなど、支援の強化を図ってきてございます

が、今年度におきましてもこれらの支援策のほか、

町内会長会議や町内会連合会総会はもちろん、事務

局ということもありますが、７ブロックに分けて各

町内会長さんが参加し、地域で行われております町

内会連合会ブロック会議に私どもも出席させていた

だき、町内会の持つ課題につきまして共有させてい

ただくことができるよう努めさせていただいている

ほか、町内会連合会の正副会長会議、役員会等にも

参加し、ご要望を承るなどしてきてございまして、

場合によりましては直接町内会長さんからご連絡を

いただき、お話を伺うなど、ご要望のありました案

件、例えば会館の修繕など、可能な範囲で対応させ

ていただいてきているところでもございます。今後

におきましても、町内会は住民自治を担う重要な役

割を担っておりますことから、こうした支援につき

ましては同様に可能な限り進めていきたいというふ

うに考えております。 

 以上、よろしくご理解賜りますようお願い申し上

げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 ただいまの答弁

の中で、行っていただいている支援については少し

ずつ強化されてきているのだなというふうに理解い

たします。ただ、前者の質問でもあったように、町

内会との連携がいかに結びつきが強くなるかという

のがいざというときに力を発揮するという部分もあ

りますので、各町内会ともそうですが、連合町内会

の方との窓口として担当している課としてどのよう

な連携の強化というのが必要なのか、していくのか

というのを考えがあればお聞きしたいというふうに

思います。 

〇議長（北市勲君） 市民生活課長。 

〇市民生活課長（町田秀一君） 連携の強化でござ

いますが、先ほども申し上げましたとおり、直接町

内会長さんとお話をさせていただくほか、町内会連

合会を通してご要望を承るなどして連携を図ってき

ているところでございますが、町内会連合会の同じ

事務局の立場でございます社会福祉協議会とも協力

し合いながら、さらに進めてまいりたいというふう

に考えております。このほか、これまでも町内会連

合会等よりお話もいただいておりますことから、ま

ずは災害時の連携、その体制の整備につきまして十

分に地域のご要望にお応えできますよう、関係部局

と協議し、連携強化を図ってまいりたいというふう

に考えているところでございます。よろしくお願い
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申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 今答弁で災害時

の答弁をいただきましたので、あえて申しますが、

町内会との連携強化は私自身数回質問の中でお願い

してきています。町内会連合会からもお話が来てい

ると思いますが、特に災害時は高齢者や避難要支援

者の多くの方は町内会単位で助け合うことになると

いうふうに思います。行政職員や我々議員がどんな

に頑張って動いても、そこには限界があるというふ

うに思います。そのためにも、町内会単位での連携

強化は不可欠だというふうに思いますので、先ほど

要支援者名簿の中でも言いましたが、実はいざとい

うときは名簿の共有ができるという事実があるよう

ですので、どうか各町内会が理解し、協力してもら

えるような検討を進めていただきたいというふうに

思います。 

 次に、項目の２、安全で快適に生活できる住宅、

住環境づくりについてお聞きいたします。国や道の

住生活基本計画を踏まえ、市の総合計画、まちづく

りなどの上位計画、関連計画と整合性を図りながら

作成されている住生活基本計画でございますが、そ

の中で住宅施策の展開方針として方向が示されてお

ります。第５章の目標１の（２）に老朽家屋や空き

家への記載もある中、先週には新たに動き出しまし

た当市の空き家対策の協議も行われておりますが、

施策メニューとして対応の検討とされておりまし

た。現在はどのような状況で、今後をどう考えてい

るのか。また、先日の委員会報告をいただいた資料

の中で空き家不良判定結果という資料をいただきま

したが、ランクＤ、Ｅとされる特定空家等候補が全

体の約30％に届こうとしている状況に対して、担当

課としてどのような計画で取り組むのかお聞きいた

します。 

〇議長（北市勲君） 市民生活課長。 

〇市民生活課長（町田秀一君） 空き家対策の状況

につきましてお答えいたします。 

 現在現地調査や所有者調査等実態調査をし、空き

家のデータベースの整備を進めているところでござ

いますが、市内におきましては、暫定ではございま

すが、機械的に基準に当てはめますと空き家対象と

なる392件のうち、２件が公道から樹木等により見え

ず、判定が困難でありましたが、利活用候補が225

件、要観察が54件、特定空家等候補が111件と確認で

きたところでございます。 

 これらの数値は、写真判定等を加え、さらに整理

した上で、町名別に空家等対策計画にあらわしてい

く予定でございますが、特定空家の対応につきまし

ては空家対策特別措置法によりまして、その所有者

等に対し除却や修繕等の措置の助言や指導といった

行政指導を行い、みずからの意思による改善を促し

ていくこととなりますが、改善されない場合は相当

の猶予期間を設けて必要な措置をとることを勧告、

さらに勧告に従わない場合は命令をすることになり

まして、命令に違反した者には50万円以下の過料を

課すこととなり、命令に従わない場合や所有者が不

明の場合には、全国でも事例は余り多くはありませ

んが、ご存じのとおり行政代執行等の手続を可能と

しているものでございます。 

 これらのほか、特定空家とならないよう、これま

で行っておりますあんしん住宅助成事業における老

朽住宅の除却費補助や空き家バンク、当市におきま

しては住みかエールという制度でございますが、こ

れらによる対策はもちろん、とりわけ先日開催いた

しました空家等対策協議会におきましても、特定空

家等にならないよう空き家の利活用について考えて

いただきたい旨ご意見を頂戴いたしておりまして、

今後協議会におきましては、法務、建築、福祉等の

面や町内会等からご参加いただいておりますので、

さまざまな角度から空家対策計画についてご協議い

ただき、計画を作成し、公表してまいりたいという

ふうに考えてございます。 

 体制につきましては、空き家に関する相談はもち

ろん、空き家等がもたらす問題を解消するには防災、

衛生、景観等多岐にわたる政策課題に横断的に応え

る必要があり、市町村においてはそれら政策課題に
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対応する建築部局、税務部局、法務部局、防災部局、

環境部局等の関係内部部局が連携して空き家等対策

に対応できる体制の構築を推進することが望ましい

とされておりまして、赤平市住生活基本計画におき

ましても庁内連携による総合的な取り組みによる施

策展開についても言及しておりまして、先般改めて

各部局間においてお互いの役割を確認したところで

ございまして、空き家等対策を効果的、効率的に推

進してまいりたいというふうに考えているところで

ございます。 

 以上、よろしくご理解賜りますようお願い申し上

げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 ご丁寧に詳しく

ご答弁いただきました。私も特定空家になる前のラ

ンクＡ、Ｂの時点で何らかの手だてを講じて未然に

対策していくことが重要だと考えています。しかし、

現状は特定空家等候補と言われている数があると、

存在しているということですので、その周囲にお住

まいの方には大きな問題だというふうに思います。

ぜひ新しく動き出した協議会が順調に進み、よい協

議が繰り広げられ、市民が安全で快適に生活できる

住宅、住環境づくりが行われるよう、課長の答弁を

かりますけれども、関係内部部局の垣根を取り除い

た庁内連携の総合的な取り組みによる施策の展開、

さらなる連携の強化を期待しておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 続きまして、件名の３、障がい者にやさしいまち

づくりについてに入ります。昨年の４月より施行さ

れた手話言語条例について、昨年の12月、第４回定

例会においても制定後の取り組みについて私は質問

しています。 

 そこで、項目１、手話条例の活用についてお聞き

いたします。ことしの執行方針の中でも、条例施行

に伴い、奉仕員の方が安心して活動できるような助

成や通訳者を目指しやすくするような助成などに言

及しておりますが、昨年の質問で提案させていただ

いた庁舎、病院、公共施設への通訳者、奉仕員の方

の常駐、もしくは職員などの技術の習得への対応な

どは記載されておりません。聾者の方に対する対応

や行政としての動きはどのように検討されてあのよ

うな執行方針の表現に至ったのか、お考えをお聞き

いたします。 

〇議長（北市勲君） 社会福祉課長。 

〇社会福祉課長（野呂道洋君） 手話条例の活用に

ついてお答えさせていただきます。 

 昨年４月に赤平市思いやりあふれる手話言語条例

が施行され、本年の市政執行方針後の聾者の方への

対応や行政の動きにつきましては、本年４月より生

涯学習まちづくり出前講座に新たに簡単な手話教室

を加え、聾者の方に対する理解を深め、簡単な手話

ではありますが、聾者の方との意思疎通支援の拡充

を図っております。10月には赤歌警察署署員の皆様

に対しまして出前講座を実施し、手話の普及に努め

ているところでございます。児童生徒への手話の認

知につきましては、毎年赤平中学校１年生に対し、

総合的な学習の時間で聾者の方も交え、手話の交流

体験を実施しているところです。今後とも赤平手話

の会とも協議しながら、赤平市思いやりあふれる手

話言語条例の趣旨に沿った施策の推進を図ってまい

りますので、ご理解いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 私もチャレンジ

してみたのですけれども、やっぱり簡単ではないと

いうのが体験してよくわかりました。そんな中、苦

労して習得した方に対しても何らかのサポートを講

じて、聾者の方が市内でも住みやすくなるよう今後

もお願いしたいというふうに思います。なぜならば、

手話は言語だというふうに明記されております。日

常我々が言葉をなくして生活できないようになって

しまったときの苦労を考えたら、聾者の方にとって

も同じだなというふうに思います。赤平がつくった

条例がしっかり活用されていくまちであることを期

待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、件名の４、教育行政についてに入ります。



 －102－ 

本年の教育行政執行方針の３で、安心、安全な学び

を支える多様な教育支援の充実とし、いじめ防止、

不登校について明記されております。 

 そこで、項目の１、学校、家庭、地域で育てる教

育のあり方についてお聞きいたします。中学校が統

合し、１つになり、今後小学校も統合され、１つに

なろうとしている現在、通う子供たちの通学範囲が

広がるからこそ、今後は学校という限られた空間だ

けに任せず、地域も一緒になり子供を守る、育てる。

そして、共働きやシングルの親と生活をし、親と頑

張っている子供たちについてどのようなサポートが

できるかというようなことも学校、家庭、地域の関

係性が重要になってくるというふうに思います。 

 現在小学校でのいじめの認知数は前年度より８万

件増加し、31万件を超え、統計開始以来初めて30万

件を超えています。中学校、高校、特別支援学校も

合わせると41万件を超え、これも40万件を超えるの

は初めてと言われております。中でも小学校１年生

から４年生の低学年から中学年に増加を認め、件数

が増加した背景には2013年、いじめ防止対策推進法

で定義が変わったためというふうに、これが大きな

要因というふうに言われております。そのような中

で、当市の現状把握と、そのいじめに対する対応に

ついてお聞きいたします。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 市は、学校、家庭、地域住民、その他の関係者間

の連携等によりいじめの問題への対策を社会総がか

りで進め、本市のいじめの防止等のための対策をよ

り実効的なものにするため、赤平市いじめ防止基本

方針を策定しております。具体的な取り組みとしま

しては、市長部局、市教育委員会、学校、外部機関、

ＰＴＡなどで構成された赤平市いじめ問題対策連絡

協議会の開催による関係機関の連携強化、年２回の

全児童生徒を対象としたいじめアンケートの実施に

よる実態把握、赤平市子ども会議の開催による児童

生徒の交流及び事例発表、青少年センター専門指導

員による学校訪問等、保護者に対するいじめチェッ

クシートの配付などを実施しているところでありま

す。 

 各小中学校においても、法の規定により義務づけ

られている学校いじめ防止基本方針を策定し、いじ

めの防止、いじめの早期発見、事案対処のあり方、

教育相談体制、生徒指導体制、校内研修などの内容

を盛り込んでおります。具体的には、いじめアンケ

ートの結果を活用し、いじめを受けたことがあると

答えた子供全員に対し担任等が聞き取りを行い、場

合によっては保護者へ連絡し、解決へ導いていると

ころです。また、子供たちを観察する中でやり過ぎ

と感じた場合、本人から申し出があった場合、保護

者から申し出があった場合などは即座に担任等が面

談等の対応を行い、解決しております。なお、中学

校においては、各学年の生徒指導担当と教頭が毎週

生徒指導委員会を開催し、毎週金曜日の朝には全て

の教員で生徒指導交流会を開催し、子供たちの情報

を共有しているところです。 

 現在のところ本市において重大事態は発生してお

りませんが、いじめを受けた子供たちの生命及び心

身を保護することが最も重要であることを認識しつ

つ、社会全体でいじめ問題を克服することを目指し

てまいりますので、ご理解賜りますようお願い申し

上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 ただいまの答弁

の中では、いずれの対応も学校を中心として家庭と

のつながりで調査、確認されているようですけれど

も、例えばいじめアンケートの活用という部分で、

担任の聞き取りの後や保護者への連絡対応の後、委

員会としてフィードバックなどして、解決後のその

後の確認なども含めてどのように市教委として学校

との連携、かかわりを深めているのか、再度お聞き

いたします。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 教育委員会におきましては、毎年６月と11月に実

施しておりますいじめアンケートの結果の報告を各
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小中学校より受け、発生状況を把握しております。

また、その後の解消状況につきましても、学校にお

ける生徒指導業務の結果として各小中学校より解消

件数等の報告を受け、状況を把握しております。な

お、これらの結果につきましては、全て市教委から

道教委へ報告しているところであります。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 最初の答弁であ

ったように、本市においては重大事態は発生してい

ないということですので、安心しますが、実際にあ

っては困りますので、あってはならないことだとい

うふうに思いますが、そのためにいろいろな対応を

されているのだなというふうに思います。しかし、

中心となる学校と家庭、地域、市教委の連携の状況

によっては即座に崩れ、重大事態につながるという

ふうに感じるところもありますので、今後も対応が

大切になってくるというふうに思います。ぜひしっ

かり見ていっていただきたいというふうに思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 次に、不登校についてお聞きいたします。不登校

の小中学校児童生徒数は前年度より１万人以上増加

し、14万人を超え、過去最多、90日以上の欠席は58.3

％と半数を超え、長期に及ぶ児童生徒が多くなって

いるというふうに聞いております。そのようなこと

にならないように、当市において不登校の子供に対

する支援策や対応はどのようになっているかお聞き

いたします。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 本市には数名の不登校児童生徒がおりますが、不

登校となった理由はさまざまで、周りの目が気にな

り、集団の中で生活できない。いじめではないが、

人間関係のトラブルがあって学校へ行きたくない。

病弱なため学校へ行けないなどであり、一人一人の

状況に応じた対応、支援が必要と考えます。そのた

めには、魅力ある学校づくり、学ぶ楽しさを実感で

きる教育活動の実施を基本としておりますが、保護

者、教員、スクールカウンセラーとの連携が必要で

あります。学校現場では、毎週担任が不登校児童生

徒の家庭を訪問し、本人及び保護者と面談を行って

おります。また、学校の相談室、または交流センタ

ーみらいなどにおけるスクールカウンセラーとの面

談により、登校へと導いているところです。 

 教育委員会としましては、不登校児童生徒が増加

傾向にあると認識しておりますことから、道派遣の

スクールカウンセラーの活用とあわせ、不登校児童

生徒の支援強化に努めてまいりたいと考えておりま

すので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 不登校の理由に

は８つの原因と対処があるとよく言われております

ので、答弁にあるように理由はさまざまだなと、難

しくて繊細な問題だというふうに私も思っておりま

す。問題に対して敏感になり過ぎてもだめだと思い

ますし、鈍感になってはなおさらだめですし、学校

や家庭に対して踏み込み過ぎても難しいですし、し

かし任せきりになるのもまたこれ大変ということに

なると思います。市教委としてのかかわりや地域と

のパイプ役としての重要性が市教委には問われると

いうふうに思っておりますので、だからこそいじめ、

不登校の問題は学校、家庭、地域、市教委、いわゆ

る行政側と連携して情報共有のもと取りかからなけ

ればならない問題だというふうに思っておりますの

で、今後も当市の子供たちのためにしっかりお願い

したいというふうに思います。 

 次に、項目の２、学力、生活習慣の向上について

お聞きいたします。会期初日にも教育行政報告で教

育長から報告があったとおり、本年４月に行われた

全国学力・学習状況調査の結果の概要が今月広報に

挟まり、知らされました。教育長は、全市的には改

善の兆候は見られるが、憂慮が必要、経年把握を続

けてきて、学校教育活動に生かされていて、一定の

前進はあると考えられると表現されていました。小

学校の理科を除き、小中全ての教科で全国を下回る

結果を踏まえ、市教委の今後の判断を伺います。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 
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〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 本市の調査の結果につきましては、改善の傾向は

あるものの、子供たちの家庭学習の習慣が定着して

おらず、依然として憂慮すべき状況であります。な

お、教育委員会といたしましても、今後におきまし

てもＩＣＴ活用、習熟度別少人数指導の工夫、学生

ボランティア事業による学習支援、子ども塾及び公

設学習塾の開設、漢字検定、算数、数学検定、英語

検定の費用補助、特別支援教育支援員の適正配置な

どの施策を継続してまいります。また、学校以外で

の学習習慣の定着化を図るため、子ども塾及び公設

学習塾の開設期間拡大及び各種検定費用補助の対象

学年拡充が必要と考えられますことから、予算確保

を含め市関係部署に要望してまいりますので、ご理

解賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 ただいまの答弁

を踏まえて次の質問に移るのですが、調査の結果が

全市的に知らされ、その配布プリントに家庭、地域

へのお願いというふうに記載されていたように、家

庭学習に対する意識が低く、家で勉強する時間が大

変不足している。みずから学び、みずから考え、学

んだことを生かして考えることが苦手な傾向にあ

り、学校から示されている家庭学習の時間は最低限

確保してほしいと記載されていました。しかしなが

ら、先ほどの質問でも言ったとおり、当市は共働き

のおうちやシングルの親との生活で頑張っている子

も多く、学力向上策とされている家庭の協力が非常

に築き上げるのが難しい家庭もあるというふうに感

じるところがあります。そういった状況も把握され

ている中、家庭との協力や地域との協力に対しての

市教委の考え、そしてその考えに対する行政との協

力というのはどのように考えているのかお聞きいた

します。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 教育委員会といたしましては、学力向上策として

家庭に求めている協力は、家庭における望ましい学

習習慣、生活習慣を確立することであり、家庭学習

の手引や生活リズムチェックシートの活用促進など

を通して家庭における生活習慣の改善に向けた取り

組みを行っております。また、地域に対しましては、

学力の向上には学校ばかりではなく、まず全ての市

民に本市の児童生徒の学力・学習状況を知っていた

だき、理解と関心を持っていただくことが最低限必

要であると考えます。さらに、市民の中には育成会

の指導者、少年団の指導者、学校の外部講師として

具体的に児童生徒の指導をしていただいている方々

がおられますが、これらの方々の指導を通して子供

たちに自信を持たせることになり、学習意欲や勉強

に挑戦する気持ちを喚起させておりますので、その

ような地域の有志指導者の存在がふえていくことを

今後とも期待しておりますので、ご理解賜りますよ

うお願い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 今答弁いただき

ましたとおり、市教委にも学力向上策というのを持

って取り組まれていると思いますけれども、市教委

が考える学力向上策に対しての行政、いわゆる市長

部局の協力のあり方ですけれども、教育を担当する

課としてどのように今後協力を求めていくのか、そ

の点お聞きしたいというふうに思います。 

〇議長（北市勲君） 学校教育課長。 

〇学校教育課長（大橋一君） お答えいたします。 

 私どもの考える学力向上策に対しての市長部局の

協力のあり方でありますが、平成30年度に限って申

し上げますと、市長を座長とした総合教育会議の場

で教育施策の検討を行い、教育委員会からの予算要

求に対して、公設塾の開設、各種検定費用、ＡＬＴ

の増員、指導主事の配置など、特段の予算措置がさ

れたと思いますし、一般行政との良好な連携のあり

方であると考えますので、ご理解賜りますようお願

い申し上げます。 

〇議長（北市勲君） 竹村議員。 

〇４番（竹村恵一君） 〔登壇〕 ただいま答弁い

ただきまして、市長を座長としたという会議が持た
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れているということですので、そういう意味では、

先ほどから言っているように共働きの家庭、それか

らシングルの家庭で子供さんと一緒に頑張って生活

されている家庭が多くあるというところも踏まえ

て、市全体の政策というのを考えていかれるべきこ

とかなというふうに思いますが、いずれにしても今

後また追って見ていって、質問をぶつけていきたい

なというふうに思いますけれども、どうか皆さんで

協力して学力向上策をかなえていけるように頑張っ

ていただきたいというふうに思います。 

 以上で私の質問を全て終わります。ありがとうご

ざいました。 

〇議長（北市勲君） 以上をもって、一般質問を終

了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

（午後 ０時２２分 休 憩） 

                       

（午後 １時００分 再 開） 

〇議長（北市勲君） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

                       

〇議長（北市勲君） 日程第４ 議案第353号赤平市

特別職の給与に関する条例の一部改正について、日

程第５ 議案第354号赤平市職員の給与に関する条

例の一部改正について、日程第６ 議案第355号赤平

市ふるさとガンバレ応援寄附条例の一部改正につい

て、日程第７ 議案第356号赤平市水道布設工事監督

者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の

資格基準に関する条例等の一部改正について、日程

第８ 議案第357号平成30年度赤平市一般会計補正

予算、日程第９ 議案第358号平成30年度赤平市国民

健康保険特別会計補正予算、日程第10 議案第359

号平成30年度赤平市後期高齢者医療特別会計補正予

算、日程第11 議案第360号平成30年度赤平市下水道

事業特別会計補正予算、日程第12 議案第361号平成

30年度赤平市介護保険特別会計補正予算、日程第13 

議案第362号平成30年度赤平市水道事業会計補正予

算、日程第14 議案第363号平成30年度赤平市病院事

業会計補正予算を一括議題といたします。 

 本案に関する委員長の報告を求めます。行政常任

委員会、伊藤委員長。 

〇行政常任委員長（伊藤新一君） 〔登壇〕 審査

報告を申し上げます。 

 平成30年12月11日に行政常任委員会に付託されま

した議案第353号赤平市特別職の給与に関する条例

の一部改正について、議案第354号赤平市職員の給与

に関する条例の一部改正について、議案第355号赤平

市ふるさとガンバレ応援寄附条例の一部改正につい

て、議案第356号赤平市水道布設工事監督者の配置基

準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に

関する条例等の一部改正について、議案第357号平成

30年度赤平市一般会計補正予算、議案第358号平成30

年度赤平市国民健康保険特別会計補正予算、議案第

359号平成30年度赤平市後期高齢者医療特別会計補

正予算、議案第360号平成30年度赤平市下水道事業特

別会計補正予算、議案第361号平成30年度赤平市介護

保険特別会計補正予算、議案第362号平成30年度赤平

市水道事業会計補正予算、議案第363号平成30年度赤

平市病院事業会計補正予算、以上11案件について、

多数意見者の署名を付して報告いたします。 

 審査の経過、平成30年12月12日、委員会を招集し

て審査いたしました。 

 審査の結果、全会一致をもって原案可決と決定し

た次第であります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（北市勲君） これより、一括質疑に入りま

す。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 これより、一括討論に入ります。討論ありません

か。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第353号、第354号、第355号、第356
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号、第357号、第358号、第359号、第360号、第361

号、第362号、第363号について、一括採決いたしま

す。 

 本案に対する委員長報告は原案可決であります。 

 本案は、委員長報告どおり決することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告どおり決定されました。 

                       

〇議長（北市勲君） 日程第15 意見書案第83号認

知症施策の推進を求める意見書、日程第16 意見書

案第84号分散型の電源と再生可能エネルギーの大規

模普及を求める意見書、日程第17 意見書案第85号

日米地位協定の抜本改定を求める意見書を一括議題

といたします。 

 本案に関する提案理由の説明を求めます。竹村議

員。 

（「説明省略」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） 説明省略との声がありますの

で、説明を省略いたします。 

 これより、一括質疑に入ります。質疑ありません

か。 

（「なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す意見書案第83号、第84号、第85号については、会

議規則第36条第３項の規定により、委員会の付託を

省略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） ご異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第83号、第84号、第85号につい

ては委員会の付託を省略することに決定いたしまし

た。 

 これより、一括討論に入ります。討論ありません

か。 

     （「なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、意見書案第83号、第84号、第85号につ

いて一括採決をいたします。 

 本案は、原案どおり決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案どおり可決されました。 

                       

〇議長（北市勲君） 日程第18 請願、陳情に関す

る閉会中審査の議決についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。閉会中において受理した請願、

陳情については、別紙配付のとおり常任委員会及び

議会運営委員会にそれぞれ付託いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） ご異議なしと認めます。 

 よって、閉会中受理した請願、陳情については、

常任委員会及び議会運営委員会に付託の上、審査す

ることに決定いたしました。 

                       

〇議長（北市勲君） 日程第19 閉会中継続審査の

議決について。 

 各委員長から、委員会において審査中の事件につ

き会議規則第108条の規定により、閉会中継続審査の

申し出があります。 

 お諮りいたします。各委員長から申し出のとおり、

閉会中継続審査に付することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（北市勲君） ご異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中継

続審査に付することに決定いたしました。 

                       

〇議長（北市勲君） 以上をもって、本日の日程は

全部終了いたしました。 



 －107－ 

 これをもって、平成30年赤平市議会第４回定例会

を閉会いたします。 

（午後 １時１１分 閉 会） 



 －108－ 
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